
改

正

後

改

正

前

（
意
見
聴
取
の
方
法
）

（
意
見
聴
取
の
方
法
）

第
一
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
二
項
又

は
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
専
門
委
員
の
意
見
聴
取
は
、
複
数
の
審
査
専
門
委
員
の
意
見
を
聴

く
こ
と
に
よ
り
行
う
。

第
一
条

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
二
項
又

は
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
専
門
委
員
の
意
見
聴
取
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
定

め
た
班
の
一
に
属
す
る
審
査
専
門
委
員
の
意
見
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
行
う
。

（
審
査
専
門
委
員
の
班
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
二
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
審
査
専
門
委
員
の
全
員
を
均
等
な
人
数
の
複
数
の
班
に
分
け
、

意
見
を
聴
く
べ
き
審
査
専
門
委
員
の
班
の
順
序
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
確
認
に
係
る
意
見
聴
取
の
開
始
手
続
）

（
確
認
に
係
る
意
見
聴
取
の
開
始
手
続
）

第
二
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
前
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
く
審
査
専
門
委
員
（
以
下
「
担
当
審
査
専
門
委
員
」
と
い
う
。）の
参
集
を
求

め
、
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
又
は
第
四
条
の
要
件
に
該
当
す
る
旨
の
確
認
を
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
明
ら
か

に
し
た
書
面
並
び
に
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
又
は
第
四
条
の
要
件
に
該
当
す

る
と
認
め
る
旨
を
証
す
る
書
類
の
要
旨
を
記
載
し
た
書
面
及
び
法
第
六
条
第
一
項
の
意
見
聴
取
調
書
の
写
し
を

示
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
担
当
審
査
専
門
委
員
の
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
提
出
の
た
め
必
要
な
調
査
又
は
審
議
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
く
審
査
専
門
委
員
（
以
下
「
担
当
審
査
専
門
委
員
」
と
い
う
。）の
参
集
を

求
め
、
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
又
は
第
四
条
の
要
件
に
該
当
す
る
旨
の
確
認
を
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
明
ら

か
に
し
た
書
面
並
び
に
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
又
は
第
四
条
の
要
件
に
該
当

す
る
と
認
め
る
旨
を
証
す
る
書
類
の
要
旨
を
記
載
し
た
書
面
及
び
法
第
六
条
第
一
項
の
意
見
聴
取
調
書
の
写
し

を
示
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
担
当
審
査
専
門
委
員
の
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
意
見
の
提
出
の
た
め
必
要
な
調
査
又
は
審
議
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
説
明
要
求
等
）

（
説
明
要
求
等
）

第
三
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

（
意
見
の
提
出
の
方
法
）

（
意
見
の
提
出
の
方
法
）

第
四
条

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
担
当
審
査
専
門
委
員
の
意
見
の
提
出
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
意
見

書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
条

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
担
当
審
査
専
門
委
員
の
意
見
の
提
出
は
、
理
由
を
付
し
た
書
面
（
第

七
条
に
お
い
て
「
意
見
書
」
と
い
う
。
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
再
度
の
意
見
聴
取
）

（
再
度
の
意
見
聴
取
）

第
五
条

﹇
略
﹈

第
六
条

﹇
同
上
﹈

（
意
見
聴
取
結
果
調
書
）

（
意
見
聴
取
結
果
調
書
）

第
六
条

警
察
庁
長
官
は
、
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
聴
取
が
終
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
別

記
様
式
第
二
号
の
意
見
聴
取
結
果
調
書
を
作
成
し
、
国
家
公
安
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

警
察
庁
長
官
は
、
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
聴
取
が
終
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
意
見
聴
取
結
果
調
書
を
作
成
し
、
国
家
公
安
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
各
号
を
削
る
。﹈

一

事
案
の
件
名

二

担
当
審
査
専
門
委
員
の
氏
名

三

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
担
当
審
査
専
門
委
員
の
参
集
の
期
日
及
び
場
所

四

意
見
書
の
受
理
年
月
日

五

意
見
の
概
要

六

担
当
審
査
専
門
委
員
か
ら
説
明
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨

七

そ
の
他
必
要
な
事
項

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈
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